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WallaceStevensの海 の 寓 話1)
大 塩 恵 子
"Lifeisanaffairofpeoplenotofplaces.Butformelifeisanaffair
ofplacesandthatisthetrouble."2)そんな詩 人 自身 の言葉 どお り,




を題に持 った詩 が多 いこ とに気付 く。実際 彼の詩 には,時 には外 国の,ま
た時には 非常 に風 変 わ りな様 々な土地 の名 が ち りばめ られて いる。 コネ チ
カッ ト州ハ ー トフ ォー ドの町 で保 険会社 の弁 護士 として生計 を立 て,北 ア
メ リカを離れ ては旅行 す るこ とのなか った詩 人 に とって,詩 の 中にあ る地
名の幾つ かは彼が地 図の上 で しか知 らなか った場所 であ る。 これ らの 「場
所」は,詩 人の現実 の体験 を読 者に喚起す るため ではな く,む しろその固
有の名前 に よって連 想 され るイ メー ジ と音 の効 果 のために選 ばれ てい るよ
うに思わ れ る。 これ らの地名 は,Stevensの詩 に よって,半 ば現実 で半 ば
空想の別 の世 界地 図の中に場所 を与 え られ てい るの である。
Stevensの詩 の 中に現 われ る固有名詞 は,地 名だ けではない。彼 の詩 は
一 人称で語 られ るこ とはほ とん どな く,「 私」 とは別 の人物 を登場 させ,
三 人称で その心 の動 きを描写 した り,詩 人が彼 に呼 びか け る形 を取 るこ と
が 多い。 その ような登場 人物 の名前 もまた,DonJoost,Crispin,Peter
Quince,Hoonなど とい う風変 わ りで非 日常 的な,明 らか に架 空の 人物 で
あ る と思 わせ る名ばか りであ る。 しか も彼 らの個性 的 な名 前に もかか わ ら
ず,こ れ らの登場 人物 には,個 性 も,肉 体 を備 えた人 間 としての存在感 も
希薄 であ る。彼 らは,そ れぞれの 「場所 」に置 かれ た人間の意識の,あ る
感性 や思想の運動 を表象 す るタイプ とも言 うべ き存在 であ る。
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Stevensにお け る,こ の ような 「場 所」の イメー ジに対す る執 着や 登場
人物 のかな り類 型的 な虚構性 は,詩 人の演劇的 な ものへの関心 とも繋 が り
が あろ う。彼の最初 の詩集Harmoniumに収め られた詩 は,1910年代か ら
20年代 にかけ て書かれ た ものであ る。3)それ らの詩 と平 行 して彼は短 い劇
の脚 本 を幾つか 手懸け ているが,そ れ らの劇 は総 て,少 数 の登場 人物 と簡
素 な舞 台装 置か ら成 る,Ibsen風の心 理主義 リア リズム とは懸け離 れ た象
徴主義 的色彩の 濃い もの であ る。4)"Authorsareactors,booksarethea-
tres"と,Stevensは言 う。5)も し彼の詩集が 言葉に よって築 かれ た劇 場
であるな ら,そ の中に登場す る人物は,俳 優 であ る詩 人の演ず る時 々 に異
なる役 であ り,詩 人の意識 の分 身であ る とも言zよ う。そ して これ らの 人
物達の置 かれ る 「場 所」 は,そ の中に登場 す る人物 を も含 めて,多 分に演
劇 的 な象徴性 をお びた場面 あるいは シー ン と呼ばれ るに相 応 しい。Stevens
駈の詩的世 界は
,「 場所 」 と登場 人物 の織 りなす 演劇的 シー ンに よ り成 り立
って いる。
Stevensの「場 所」 は また 自然の 「場所」 で もあ る。 自然詩 人 であ る
Stevensには,主 観 に対立す る実在,"reality"の概 念はあって も,複 数 の
人間関係 の集合 としての社会 の概 念は なきに等 しい。 そこで彼の詩 の中の
自然の風景 は,生 物 的な 自然 を表 わす と同時 に,個 人の 自我 に対応す る外
的な世 界全体 を も象徴す るとい う,二 重の意味構 造 を持つ こ とにな る。
"Therearemenwhosewords/Areasnaturalsounds/Oftheirplaces"
と詩 人は歌 う。6)彼の詩 の主題 は人 と人 との関係 にでは な く,人 と場所 と
の関係,意 識 と世 界 との関係 に ある。Stevensが自分 の詩 に好 んで"Anec-
dote"あるい は"Fabliau"とい う題 を付 け るの も,そ れ らの詩が 自然の一
場面,意 識の一つ の体 験 を描 いた ものであ る とい うこ との他 に,そ れ らの
場面 の持 つ象徴 的意味合 いのゆ えん で もあ ろう。 こ うしてStevensの詩に
おけ る 「場 所」 は,繰 り返 し用 い られ る太陽,月,星,四 季,動 植物 な ど
の様 々な 自然 のイ メー ジで飾 ちれ るこ とにな るの だが,中 で も海 のイ メー
ジは最 も頻繁 に使 われ るもののひ とつ である。特 に 第一詩集1勉 γ〃zo漁規
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と第二詩IdeasofOrderにお いては,そ れ ぞれ"ComedianastheLetter
C","TheIdeaofOrderatKeyWest"とい う重要 な詩 が,い つ れ も海に
向って立 つ 人物 とい う,後 の詩 集 に も幾度 か現 われ る場 面 を描 きなが ら,
対 照的な展 開 を見せ てい る。 本稿 では,こ れ ら二つ の詩集 か ら海 のイ メー
ジの登場 す る幾つ かの詩 を選 び,先 に挙 げた二作品 と関連 させ なが ら,
Stevensにおけ る"reality"の概 念 と"imagination"の働 きにつ いて少 し
述べ てみ た い。
"Tiredofthesaltryharbors,/Eagerforthebrineandbellowing/
Ofth。highi。teri。rs。fth。、ea・7)HarmoniumL。お い て は 冒 頭 か ら,
海はこの ような憧れの対象 として姿を見せ る。
Her terrace was the sand 
And the palms and the twilight. 
The rumpling of the plumes 
Of this creature of the evening 
Came to be sleights of sails 
Over the sea. 
And  thus  she roamed 
In the roamings of her fan, 
Partaking of the sea, 
And of the evening, 
As they flowed around 
And uttered their subsiding sound. 8)
ア メ リカ北 東部 に住 んでいたStevensにとって,南 部 の海岸 は砂 浜 と棕櫚
の木々,船 の 白い帆 に象徴 され る憧 れの地 であ ったのだ ろ う。"lnfanta
Marina",「海の子供 」と呼 ばれ る彼女が夕暮 のテラスで鳥 の羽 の扇 を使 い
なが ら,そ んな空想 の海 を呼び起 こす と,彼 女 のテ ラスは海辺 の砂 浜 に,




一節 に もあ るよ うに,海 と海 に憧 れ海 に向 う人間の意 識 とは,Stevensの
詩の 中で,海 に向 って立 ち海岸 をさまよ う,あ るいは船 上か ら海 を見つ め
る登場 人物 とい うシー ンに なって繰 り返 し登場 す る。では彼 らは何 を求 め




nothing"10)明の明 星 の輝 く様 を歌 った この詩 に もよ く表 わ されて い るよ 「
うに,Stevensの自然観 に特徴的 なこ とは,何 よ りもまず詩人が 人間 と自
然 との間の安 易 な共感 を厳 しく排 除 しよ うとす る態度 であ る。確 か にSte-
vensの詩 には 自然 を テー マに した ものが 多いこ とか ら,彼 は 自然 詩人 と
して よ くロマ ン派 の影響 が問題 に され る。 しか し,Stevensの自然観 と19
世 紀 ロマ ン派詩人達 のそれ との決定 的 な相違 は,Stevensの自然が汎神論
的 ではない こ とにあ る。汎神論 的な 自然 にあっては,自 然に宿 る霊 は また,
人間 の内な る心 の秩序 を司 どる霊 で もあ る。 それゆえ ロマ ン派の詩 におい
ては 自然 と人 間の 間には静か な共感が存 在 し,詩 人は喧噪 に充 ちた都会 の
生活か ら逃 れ,彼 の失 なわれ た精神秩序 を取 り戻す ために再 び 自然 の懐 に
帰 るのである。けれ どもStevensの詩 には もはや,自 然 と人間 との幸福
で 自動 的 な共 感関係は ない。 反対 にStevensの自然 は,人 間の主観 とは独
立 してその外部 にあ る リアル で即 物的 な存 在,人 間 の安 易 な感情移 入 を許
さな い絶対 的 な客体 として描 かれ る。 明けの明 星の輝 きは,そ れ を見つ め
る「私」に 内在 す る何物 をも反 映すべ きでな く,む しろ人間達 の付与 す る一
切 の神話や意 味や情念 を拒ん でい るか らこそ美 しいのだ と詩 人は言 う。 だ
が,こ の よ うな 自然 はまた圧倒 的に不可知 な もの であ り,先 に述べ たよ う
な 自然 と人間 との交流 は成立 し難い。
海 と登場 人物 との関係 も,Stevensの詩 に あ って は常 に,共 感 ではな く
対決,"confrontation"として表現 され る。
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The doctor of Geneva stamped the sand 
That lay impounding the Pacific swell, 
Before these visible, voluble delugings, 
Which yet found means to set his simmering mind 
Spinning and hissing with oracular 
Notations of the wild, the ruinous waste, 
Until the steeples of his city clanked and sprang 
In an unburgherly apocalypse. 
The doctor used his handkerchief and sighed. 11)
(下線筆者)
静か で静 止 した ようなレマ ン湖畔 の都 市 ジュネー ブか ら来 た医者は,"Lac-
ustrineman",すなわ ち 「湖 の人」 と呼ば れる。12)彼は湖の ように深遠で
は あって も,あ ま りに理性 的で形式 に捕 われ過 ぎた固定化 した思想の持 ち
主 であ る。 太平 洋の潮騒 は,静 的 で秩序 立 った世 界に住む この医者に は,
"delugings",「洪水 」で あ り,"ruinouswaste",「人 を破 滅 させ る荒野」
とも思 われ る。 そして彼 の精神の象徴 であ るジュネー ブの町 の教 会の尖塔
が音 を立て て崩壊す るこ とを予感 して,思 わず溜 壱、をつ くのであ る。
第二詩集IdeasofOrderに収 め られ た"WinterBells"のユ ダヤ人 も,
この医者 と同様,凝 固 して しまった精神 を持つ登場 人物のτ 人であ る。
It was the custom 
For his rage against chaos 
To abate on the way to church, 
In regulations of his spirit. 
How good life is, on the basis of propriety, 
To be followed by a platter of capon! 
Yet he kept promising himself 
To go to Florida one of these days,
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And in one of the little arrondissements 
Of the sea there, 
To give this further  thought.13)
ジュネーブの 医者の精神 が,湖 と教会 の尖 塔 に象徴 され る市 民的秩序 に よ
って守 られて いた よ うに,こ の 人物 に と、って も,生 は"custom.","church",
"propriety"によ り"regulate"され秩 序づ け られ るべ き もの と見做 されて
いる。彼は,"chaos"に対 して激 しい嫌悪 を抱 き,一 切 を秩序づ け るこ と
によ って彼 自身の生 を"chaos"かち守 ろ う とす るの だ が,詩 人は,"pro-
priety"とい うブ ル ジ.ヨワ的 な規範 に縛 られ た彼 の生が もはや 生 き生 き し
た ものではな いこ とを皮 肉 って いる。 ここで も登場 人物 の束 縛 され 形骸 化
した内面世 界 と対 比 され るのは,フ ロ リダの海 のイ メー ジであ る。 ユダヤ
人は何 時か海 の辺 りの一郡 に赴 き 自分 の思想 を再 点検す るつ も りで あ る。
その時彼 もまた ジュネーブの医者 の ように,自 己の世 界観 が根底か ら覆 さ
れる ような体験 をす るであ ろ うこ とは想像 に難 くな い。 海はこれ らの人物
達 に と り,憧 れの対象 であ る と同時に,洪 水や荒 野の ご とき人力の 及ばぬ
自然の破 壊力 であ り,市 民的秩序 を超 えた"chaos"であ る もの,人 間の理
性や知性 によ る理 解 を拒否 し,却 って それ らを脅 か し破 滅に到 らせ る恐 ろ
しい存在 で もあ る。
海は また饒 舌 な存在 であ る。 ジ子ネーブの 医者が海岸へ 来て 出会 ったの
は,彼 の静的 な内面世 界に激 しく対 立す る"volubledelugings",「お しゃ
べ りな洪水」 の よ うな大洋で あった。 この海 の饒舌 は彼 には全 く理解 出来
ない"oracularnotations",すなわ ち不 可 解 な表 記法 で表 わ『され た人間に
は理 解 し得 な い言語 であ る。"TheIdeaofOrderatKeyWest"において
も,海 の イメー ジは初 め,精 神 も心も 持 たない単 に物理 的な肉体 のそれ で
あ る。
The water never formed to mind or voice, 
Like a body wholly body, fluttering 
Its empty sleeves; and yet its mimic motion
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Made constant cry, caused constantly a cry, 
That was not ours although we understood, 
Inhuman, of the veritable ocean. 14)
海 は絶 え聞 な く叫 び声 をあげ続けて いるが,真 に海の ものであ るこの叫 び
は非人間 的 で我 々の ものではな い,と 言 われ る。Stevensの詩 では,し ば
しば"voice"と"sound"とが 区別 され る。 人間の ものであ り,入 間 に と
って意味 が あ るのは,"sound"ではな く"voice"の方で ある。 しか し"mind"
を持たぬ 海の叫 びが,"voice"とな る こ とはな く,そ れ は グロテ スクな半
人の それ の よ うに不 可解 で無意味 な"sound"に過 ぎない。
"TheComedianastheLetterC"の主 人公Crispinは,ジ ュネー ブの
医者や"WinterBells"のユ ダヤ 人 と同 じく,海 の前に敗北 して しま う登
場 人物 の系譜 に連 な る一 人であ る。Crispinは曾 ての 移 民達 の ように理想
の実現 を求め て ヨー ロ ッパ か らア メ リカへ船 出 しなが ら,結 局は卑俗 な 日
常性の 中に埋 もれて し まう大言壮語の"Comedian"であ るが,彼 の計画 と
は,喧 噪 の海 の側 に それに も増 してお しゃべ りな 「コラム」 を建 て るこ と
に ある。``Becausehebuiltacabinwhoonceplanned/Loquacious
columnsbytheructivesea."15)ここでの"columns"は,巨大 な柱廊 を
備 えた壮 大 な建築物 を思 い起 こさせ る と同時 に,海 の ざわめ きをも圧倒す
る,新 聞の寄稿欄 の無益 なお しゃべ りをも指す 。 この詩 の第一セ クシ ョン
は,Crispinがあ る 日海 を前に して古 い ヨー ロ ッパの精神秩序 に疑問 を抱
く所か ら始 ま る。
       . . . is this same wig 
Of things, this nincompated pedagogue, 
Preceptor to the sea? Crispin at sea 
Created, in his day, a touch of doubt. 16)
そ うしてCrispinは,アメリカへ向け て大西洋 を船 出 して行 くのだが,
What was the purpose of his pilgrimage, 
Whatever shape it took in  Crinspin'  s mind,
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If not, when all is said, to drive away 
The shadow of his fellows from the  skies, 
And, from their stale intelligence released, 
To make a new intelligence prevail? 17)
"[A]naspiringclown"
,「大志 を抱 く道化」 であ るCrispinの遍歴 の 目的
は,詩 人が"NuancesofaThemebyWilliams"で歌 った よ うに,明けの
明星 を一切 の古 い神話 か ら解放す るこ と,天 か ら彼の お仲 間であ る"peda-
gogue"達の幻 影 を一 掃 して,天 を彼 らの古 びた思考か ら自由に し,代 わ
りに新 しい思 想 を打 ち立て るこ とであ った。18)
Could Crispin stem verboseness in the sea, 
The old age of a watery realist, 
Triton, dissolved in shifting diaphanes 
Of blue and green? 19)
海の老 人 トリ トンの イメー ジは,先 に挙 げた"TheIdeaofOrderatKey
West"におけ る海 のイ メー ジ と似 て,も はや 一定の体 の輪郭 す ら留め ず波
の間にば らば らにな った手 足を垣 間見せ てい る姿 で描か れ る。Edward
Guereschiは,この トリトンが,後 代 の'1裏疑の前 に既 に時代 遅れ にな った
ロマ ン派 の原型の一つ であ る と指摘 してい る。20)これは現 実の実在 であ
る海の前 に溶けて姿 を隠 して しまった無用 の神 話,現 実 主義 者 と化 した神 ・
なのであ る。 ちょ うどその よ うに,Crispinの古 い 自己 も,海 の 変化す る
諸 相の 中で解 体 してい く。
Just so an ancient Crispin was dissolved. 
The salt hung on his spirit like a frost, 
The dead brine melted in him like a dew 
Of winter, until nothing of himself 
Remained, except some starker, barer self 
In a starker, barer world,  .  .  . 21)
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             The sea 
Severs not only lands but also selves. 
Here was no help before reality. 
Crispin beheld and Crispin was made new.  22)
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ヨー ロ ッパ とア メ リカ大陸 とを分断 してい る海は また,古 い ヨー ロ ッパの
価値 感 を無効 にす る,ぞ んなあ りの ままの現 実,"reality"を象 徴 して い
る。Crispinはア メ リカへ 渡}),海 を超 え るこ とによ って古 い 自己 を捨て,
もっとあ りのま まで裸の ままであ るよ うな 自己に生 まれ変 わ る。 海は 自我
の再 生 を促 す 洗礼 の水 で もあ る。
"Adagia"はStevensの死後 出版 され た詩 人の ノー トで,彼 が折 に触 れ
て書 き溜 め ていた,人 生,芸 術,詩 や詩 人の役割 に関 す るア フ ォ リズムが
集め られて いる。 中で も多いのが,"reality"につ いて の 言 及 である。
Stevensにとっての詩 人の役割 とは,人 々 と彼 らの生 きて い る現 実の世 界
との仲 介者 としての それであ り,決 して彼 らを どこか 非現実 の彼方へ伴 な
うもので はない。 その意 味で"reality"とい うのはStevensの詩に おける
重要 な概 念の一つ であ る。"Theultimatevalueisreality."23)"There
isnothingintheworldgreaterthanreality.Inthispredicamentwe
havetoacceptrealityitselfastheonlygenius."24)しか し"Adagia"の
中で"reality"の概 念が非 常に瞹昧 に見 えるの は,"reality"に対 してこれ
ほ どの価値 を認め る詩人が,同 じ言葉に時 に否定 的な意味 を与 えて い るこ
とに依 る。"Whatrealitylacksisanoeudvitalwithlife."25)"Reality"
とは,人 間の生 に繋 が る`itoeudvital';「中枢 部 」 を欠 いた存在,自 然 と
同様 人間の意識 の外にあ る,そ れ 自体 では意 味 を持 たない混沌 の世 界であ
る。 そ して その ような"reality"より偉 大 な ものが存 在 しないこ と,そ れ
が 人間の"predicament"であ り,海 を前に した登場 人物達 の苦境 なので
あ る。"TheComedianastheLetterC"でCrispinが海 の洗礼 を受け る
のは第一セ クシ ョンであったが,こ のセ クシ ョンには,"Worldwithout
Imagination"とい う副題 が 付 い て いる。海岸 で壮大 な建築 を計画 した
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Crispinは,結局 貧 相 な"cabin"に 住 み,"Philosopher,beginningwith
greenbrag,/Concludingfadedly,"と言 わ れ る 道 化 に 終 っ て し ま う 。26)
America was always north to him, 
And thereby polar, polar-purple, chilled 
And lank, rising and slumping from a sea 
Of hardy foam,  .  .  . 27)
Crispinの見い出 した新 天地 ア メ リカは,先 の"InfantaMarina"で歌 わ
れ た南国の豊か な海景 とは程 遠い,極 地 の痩せ て寒 々 とした光景 で あった。
余 りに も空虚 な世 界 を前 に して,人 は 自らの卑少 さ を認識す る他手 だてが
ない。
"lmaginationisthelibertyofmindandhencethelibertyofreality."28)
Stevensの言 う"reality"がそ れ 自体 では意味 を持 たず,自 然がそれ 自体
では言霊 を持 たぬ,た だ叫 び声 をあげ続け るだけの存在 であ るな ら,人 間
と自然,意 識 と世 界の間 には,不 可知論 的 な断絶 しか ないであ ろう。"The
DoctorofGeneva","WinterBells"そして"TheComedianasthe
LetterC"においては,海 とい う決 定的 に不可知 な存 在 を前に して,登 場
入物達 がそれ まで信 じていた世 界観 は完全 に無効 な もの とな り,彼 らは も
はや世 界 を把握す る術 を知 らない。 そんな世 界 と人 間 との間の仲介 者 とな
るのが詩 人の役割,"imagination"の働 きであ る。"Oh!Blessedragefor
order,paleRamon,/Themaker'sragetoorderwordsofthesea,"
"TheIdeaofOrderatKeyWest"は
,海の饒舌 に言葉 を与 え,無 意味 な
混沌 であ る"reality"に意 味 を与 え得 る新 た な τ秩序 への渇望 」で ある よ
うな,人 間の"imagination"への讃歌 であ る。29)
想像 力の入 り込 む余地 のな い世 界であ ったCrispinのア メ リカが,北 国
の荒 涼た る世 界であ るのに反 し,"TheIdeaofOrderatKeyWest"の舞
台はキ イウエ ス ト,フ ロ リダ半島南方 の島に ある,合 衆 国最 南端 に近 い町
であ る。そ こで 「私」 と 「青 ざめ たラモ ン」 と呼 ばれ る二 人1こ秩 序の理 念
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を与 えるの は,海 岸 を歌 いなが ら歩 く一 人の女 の姿で ある。詩は,彼 女の
歌が世 界 と海の イ メー ジを変容 させ てい く過程 を描 く。第一連 では,先 の
引用13にあ る混沌 の叫び をあげ る海が描写 され,第 二連 では,彼 女 は彼女
の聞いた海 の叫 び を歌 に してい るこ とが語 られ る。
The song and water were not medleyed sound 
Even if what she sang was what she heard, 
Since what she sang was uttered word by word. 
It may be that in all her phrases stirred 
The grinding water and the gasping wind; 
But it was she and not the sea we heard.  30)
た とえ歌 の 中に波の音,風 の音が起 ろ うと,彼 女 に歌 われ るこ とに依 って
それ らは海の叫 びで ある ことを止め,一 語 一語意 味 を持 った彼 女の声 にな
る。 第三連 では,彼 女 の歌 に歌われ てい るもの は何か,そ れは誰 の魂 を歌
うのか,"Whosespiritisthis?"とい う問 いが 発せ られ,そ して第 四連 で
その答えが 出され る。31)
If it was only the dark voice of the sea 
That rose, or even colored by many waves; 
If it was only the outer voice of sky 
And cloud, of the sunken coral water-walled, 
However clear, it would have been deep air, 
The heaving speech of air, a summer sound 
Repeated in a summer without end 
And sound alone. But it was more than that, 
More even than her voice, and ours, among 
The meaningless plungings of water and the wind, 32)
もし彼女の歌 が 「海 の声」あ るいは 厂空の声」 であ ったな ら,そ れ は単 な
る空気の言葉 であ り意 味の ない"sound"に過 ぎな い。 しか し彼 女 の歌 は
それ を超 えた もので あ る。 さらに海 の叫び を歌 った歌 は,彼 女の そして我
々人間の"voice"以上 の存在 で もあるのであ る。 こ うして彼女の歌 は,主
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体 であ る人間の もので も,客 体 であ る海 の もので もない,主 体 と客 体の 区





海は 「創造 者」 とな った彼女 の歌 に依 って新 しい 自己を与 え られ,人 は
"imagination"依り初 め て
,混 沌 の海の前 の敗北者 である ことを止 め,海
をそ して"reality"を変容 させ る力 を持 つ。
以上,WallaceStevensの詩 に描かれ た海 と登場 人物 の シー ンか ら,
"chaos"であ る現 実の前 に敗北す る人間 と
,そ の現実 か ら"imagination"
の力で新 しい世 界 を創造 す る人間 とい う,Stevensにおけ る人間の意識 と
世 界の関係 の二つ のパ ター ンを分 析 した。海 はStevensには,憧 れ と恐
怖 の対象,自 然の饒舌 と破壊力 であ り,ま た人間の意識が 向 き合 う混沌 と
した"reality"でもあ った。最 後 に,こ の よ うに人間の思 想 を破壊 し再 生
させ る,ま た人 間の"imagination"に依 って変容 され る海 の刻 々 と変 化す
る性 質が,"undulation","undulating"とい つ波の りね りのイ メー ジで 表
わ され るこ とを挙 げてお く。
Let the place of the solitaires 
Be a place of perpetual undulation. 
Whether it be in mid-sea 
On the dark, green water-wheel, 
Or on the beaches, 
There must be no cessation 
Of motion, or of the noise of motion, 
The renewal of noise 
And manifold continuation; 
And, most, of the motion of thought 
And its restless iteration,
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In the place of the solitaires, 
Which is to be a place of perpetual undulation. 34)
"TheComedianastheLetterC"のCrispinは,海 の動 き を把 え るこ と
に失敗 した偽 の哲学者 であったが,こ こではStevensは,世捨 人 らに波 の
うね りを見つ め,そ こに変 容す る"reality"の姿 とそれ を把 える思想の再
生 を見 い 出す 瞑想者 となる よう促 してい る。 そ して ここに現 われ た海のイ
メー ジは,"imagination"と"reality"の相 互作 用 に依 って絶 えず変化 を
繰 り返す,生 その もののイ メー ジであ る と言 うことが 出来 よう。
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